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強誘電体では、外部電場がなくても巨視的な分極が生じるが、試料内には、試料全体の自

由エネルギーを最小にするために、分極の方向が互いに異なる微視的な多数のドメインが形

成される。このようなドメインは、試料の形状、表面状態によっても影響を受ける。すなわ

ち、強誘電体の分極特性や光学特性を高精度で評価するには、従来行われているような抵抗

率、誘電率、分極値などの物理量の平均値を測定することだけでは不十分であり、高時間分

解能で、測定試料の表面及び内部の強誘電ドメインを実空間で観察し、そのドメイン構造が

外場によって変化するダイナミクスを明らかにすることが重要な課題である。そのためには、

従来の測定では実現できない高い時間分解能で、強誘電ドメインのベクトル方向やドメイン

壁を決定できる新たな観察手法の開発が必要不可欠である。このような現状の中、我々は、

数々の有機強誘電体 (クロコン酸、2-フェニルマロンジアルデヒド、ジメチルビピリジン酸な

ど)に、Ti:sapphire パルスレーザー (パルス幅 100 fs、中心波長 800 nm、繰り返し周波数 80 
MHz) を照射すると、①二次の非線形光学効果を介して高効率にテラヘルツ電磁波が発生す

ること [1, 2]、②放射したテラヘルツ電磁波の振幅ならびに位相を測定することで、強誘電ド

メインやドメイン壁を簡便に可視化できることを明らかにしてきた [1, 3]。他の強誘電ドメイ

ン観察手法に比べて、テラヘルツ電磁波を利用したイメージング法の長所は、電気分極をベ

クトルとして測定できること、多軸性強誘電体にも適用できることである。最近では、ジメ

チルビピリジン酸のテラヘルツ帯の吸収異方性を利用することで、3 次元強誘電ドメインの

観察手法を新たに開発し、表面ならびにバルクにおいて強誘電ドメイン構造が全く異なって

いることを見出した。 
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